
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さいたま市議会議員（2 期目） 

市民の目線、初心を忘れずに！ 

  佐伯かずみ 
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９ 月 議 会（９月３日～１０月１７日） 
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

■主な議案について 

 

下水道管についてはみなさんも八潮市での事故があったので気にされていらっしゃる方も

多いと思います。さいたま市では人材不足や長期に委託することで費用を抑え、安定した業務

を行うために「ウォーターPPP」（民間の資金や技術を活用し、施設の維持管理や更新を一体

的に行う手法）導入を計画。事業者の公募や選定等の準備を行う議案があります。 

 私たちの会派では今回の議案に賛成をしますが、市民にとって不利益がでないようモニタリ

ングを注視するとともに、運営権まで委託してしまう（いわゆるレベル４）になることは認めら

れないという立場です。 

さいたま市では保育園の待機児童は０になりましたが、現在は小学校で「学童に入れない

問題」（待機児童）があります。そこでさいたま市では「子ども居場所事業」を昨年からモデル

的に展開し、学校の空き教室を使って、希望する子どもは誰でも入れるという「居場所事業」

を始めました。この事業は待機児童の解消と、保護者運営をしている学童が多いのでその負

担軽減が目的です。 

１７時までの預かり（親の就労問わず）と今までの学童のような１９時までの預かり（就労の

理由が必要）があります。土曜日や長期休みの時は朝８時からの預かりとなります。 

詳細は検索➡「さいたま市放課後子ども居場所事業」をご覧ください。 

この事業を令和８年度から本格実施するため（現在は１４の小学校で実施 

しています）、その事業費の設定や、当然現在運営している放課後児童クラブ 

（いわゆる学童）にも影響が出てきますので、その支援等の補正もあり。 

の予算が組み込まれています。 

◎下水道管路の一体的な管理・更新のためウォーターPPPの導入 

◎議決事項の一部変更について 

 今議会でもいわゆる「インフレスライド」と言われる物価高騰や労務単価の上昇により、最初

に決めていた工事金額などをその上昇分をいれて契約金額を変更する議案が多く出されて

います。例えば、岩槻区での消防出張所建設工事では約７％契約金額があがりました。またさ

いたま市西区の小学校解体工事では６％の金額アップ。このところの建設工事費等の上昇は

みなさんも直にお感じになられているのではないでしょうか。 

◎「さいたま市放課後子ども居場所事業」の拡大 
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令和 6年度の各所管からの決算状況を２週間に渡り、審査。 

この金額のお金でどんな事業を行ったのか？という表面上の質疑に終わらず、実際どこを問

題視しているのか、それを質疑を通じて深掘りしていくところに興味深さを感じます。各委員 

  （決算委員会は２０名の議員で構成）の視点 

がそれぞれ違っているので、いろいろな観点 

から事業を見渡し、審査をしていきます。 

中には各局単位ではなく、さいたま市全体 

の見直しを含む質疑もあり、より効果的な 

来年の予算に繋がっていくように最終日に 

は、委員会として提言書を提出しました。 

  なんと、私は今年、決算委員長を拝命しま

した。まだまだ新米なのに（歳はとってます

が笑）、こんな大役ができるのか、心配の毎

日。良い審査の場になるよう奮闘した日々で

した。 

 

 

 さいたま市の歳出歳入は一般会計に病院や上下水道会計を入れると年間１兆円越えです。

過去最大規模となっています。この時期、いつも翌年度のさいたま市の収支不足について報

道され、先日も２43 億以上の赤字だと報道されましたが、毎年この繰り返しで、切り詰めたり

スクラップしたりと、結果的には令和６年度も５４億円の黒字という数字でした。 

しかし、この先、子ども施策の推進や高齢化に伴う社会保障・福祉予算増は必至で、また市

では昭和に建てた公共施設が多く、老朽化に伴う建築・修繕、そして新たな施設の建設など、

この先苦しい財政状況になることは間違いありません。 

現在のさいたま市の「健全化判断比率」は政令市の中でもほぼ真ん中かそれよりも上という

ところで「将来負担率」も高くはなく、健全と判断されていますが、歳入を増やす工夫と事業の

スクラップ、部署を超えた横断的な考え方や取り組みがますます重要になってきます。 

 

 駅で、会うみなさん、お久しぶりです。「佐伯、もう駅頭やめたんじゃないか・・」「熱中症気味になったと聞

いたが・・・」などご心配をおかけしてすみませんでした。いつもはもっと早くみなさんにお会いできているの

に、今回９月議会の決算委員長になり、新米委員長のため心に余裕がなく、準備のため早く登庁していてお

り、なかなか駅に立てずにみなさん、申し訳ありませんでした。 

さて、そんな私ですが、いつも通り、みなさんが抱えていらっしゃるモヤモヤやお困りごとを受け付けてお

ります。最近は私への相談の約７割は LINEからとなりました。右下の公式 LINE QRコードからどうぞ！ 

そして先日桶川の新しくできた道の駅に視察に行ってきました、新た

な取り組みやおいしそうなものがいっぱいありました。写真のソフトクリ

ームは、すごい行列で断念してかえってきましたが（写真 

は買った方に図々しくも撮らせていただきました）、次は 

頑張って並びたいと思っています。みなさんも訪れて 

みてはいかがでしょう。 

■決算特別委員会～令和６年度の決算を審査！～ 

 

さて、実際に令和６年のさいたま市のお財布事情はどうだったのか？ 


